
令和4年度

男女共同参画都市宣言事業

男女共同参画に関する一行詩

男女共同参画都市宣言

社会のあらゆる場で　男女の人権は　互いに尊重されることが必要です

私たち山形市民は　真のパートナーシップの実現を目指し

さまざまな分野に　男女が平等に参画できる社会を創ります

次代を担う子どもたちに　ともに信頼し支え合う大切さを伝え

市民一人ひとりが　力強く歩み続けることを誓い

ここに　山形市は　男女共同参画都市の宣言をします

　今年度の作品募集は一行詩部門のみとなり、応募は大学・一般の部で１５１作品、中学・高校の部で７５６作品

でした。多数の作品をお寄せいただいたことに感謝し、入賞者の皆様にお祝いを申し上げます。新しい生活

様式を含めて新型コロナの影響が引き続き見られますが、多様性の尊重や性別役割の見直しなどに関する良

い作品が多かったと思います。また、山形市内小中学校において男女混合名簿や女子制服のスラックスが導

入されたことから、この動きを機敏に取り上げた作品も見事でした。何より平和と人権尊重が男女共同参画

社会の礎であり、今年は「男女が協力して平和な社会を構築したい」という作品をお寄せいただきました。

その作品に込められた思いを、皆様と共有させていただきたいと思います。

　今年度から第４次山形市男女共同参画計画「いきいき山形男女共同参画プラン」がスタートしており、作

品募集などをとおして意識をさらに高めていく必要があります。市民の皆様のご協力により、２０年もの伝統

に新しい風を吹き込み、本事業が今後も発展していくことを願っております。

　山形市では、平成１０年９月に県内初、全国で１４番目となる「男女共同参画都市宣言」を行い、平成２５年３

月には男女共同参画推進条例を制定しております。令和４年２月に策定した第４次山形市男女共同参画計画

「いきいき山形男女共同参画プラン」をスタートさせ、男女が様々な分野にともに参画し、その個性と能力

を十分に発揮できる「男女共同参画のまち山形」の実現に向け、様々な事業に取り組んでおります。

　男女共同参画に関する作品募集は、その気運を高めるための取り組みの一環であり、平成１３年度から実施

し２１回目の開催となります。数多くの作品を幅広い年代の方からお寄せいただき、ご応募いただいた皆様方、

また学校関係者の方々に、心より感謝を申し上げます。

　このたびの入賞作品は、性別にとらわれずに個性や能力を発揮したいという願い、社会慣行に対する意識

や気付き、女子生徒の制服のスラックス導入や、性の多様性を認め合える社会づくりへの想いなど、表現さ

れる内容やテーマが多岐にわたっております。いずれの作品も、山形市における男女共同参画に対する意識

の高まりを実感するものであり、大変嬉しく感じております。

　こうした取り組みを通して、市民の皆様の「男女共同参画」に対する理解が深まり、性別にとらわれず、

誰もが個性と能力を発揮できる「男女共同参画のまち山形」の実現に着実に繋がっていくことを願っており

ます。

山形市男女共同参画審議会会長　元山形大学男女共同参画推進室准教授

山形市男女共同参画審議会委員　山形市立西小学校校長

山形市男女共同参画審議会委員　山形市女性団体連絡協議会

山形市企画調整部長

山形市企画調整部男女共同参画センター所長

井上　榮子

武田　喜好

塩野　優子

畑口　和久

高橋　真枝

平成１０年９月　山形市

発行／令和4年１１月　編集／山形市企画調整部男女共同参画センター 山形市城西町二丁目2番22号 TEL ０23–645–8０77

入賞作品集

入賞作品総評入賞作品総評

審査員一覧（順不同、敬称略）
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大学・一般の部大学・一般の部（応募総数151作品）（応募総数151作品）

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

子
育
て
に
家
事
に
と
必
死
に
生
き
た
年
月
は

ブ
ラ
ン
ク
な
の
で
し
ょ
う
か

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

多
く
を
学
ん
だ
濃
厚
な
時
間
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

時
間
を
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
あ
な
た
を
見
せ
れ
ば
い
い

 
武
田　

梨
沙
（
山
形
市
）

入
　
選

入
　
選

か
っ
こ
い
い
女
の
子
も
よ
く
な
い
？

か
わ
い
い
男
の
子
も
よ
く
な
い
？

自
分
が
一
番
好
き
な
姿
で
い
る
の
が

一
番
素
敵
じ
ゃ
な
い
？

 

渡
部　

歩
乃
佳
（
東
北
文
教
大
学
）

入
　
選

入
　
選

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
が
仕
事
を
任
さ
れ
る
理
由
で
な
く
、

「
あ
な
た
だ
か
ら
」
が
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
理
由
に
な
る
社
会
へ
。

 

松
田　

直
（
山
形
大
学
）

入
　
選

入
　
選

認
め
合
う
っ
て
難
し
い
。

分
か
り
合
う
っ
て
難
し
い
。

で
も
、
寄
り
添
う
こ
と
な
ら
、

僕
に
も
で
き
る
。

 
五
十
嵐　

清
太
（
山
形
大
学
）

入
　
選

入
　
選

「
イ
ク
メ
ン
と
か
、
主
夫
と
か
、

そ
ん
な
言
葉
も
あ
っ
た
な
ぁ
」
と

い
つ
も
通
り
、
わ
が
子
を
あ
や
す
お
父
さ
ん
た
ち
。

そ
ん
な
時
代
も
き
っ
と
く
る
か
ら

 

佐
藤　

胤
美
（
山
形
大
学
）

優
秀
賞

優
秀
賞

家
事
育
児
指
示
待
ち
し
て
い
た
ら
勿
体
な
い

一
度
し
か
な
い
経
験
な
の
に
任
せ
き
り
な
ん
て

勿
体
な
い

そ
ん
な
考
え
の
男
性
が
増
え
た
ら
い
い
な

 
吉
田　

日
向
子
（
山
形
大
学
）

優
秀
賞

優
秀
賞

一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
社
会
に
な
る
た
め
に

自
分
に
で
き
る
こ
と

自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

そ
れ
を
見
つ
け
て
一
生
懸
命

頑
張
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

 
吉
水　

実
夢
（
東
北
文
教
大
学
）

入
　
選

入
　
選

な
ぜ
地
球
上
か
ら
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う

女
や
子
供
は
泣
き
叫
び
逃
げ
ま
ど
う

今
こ
そ
男
女
が
協
力
し
て

平
和
で
穏
や
か
な
社
会
を
構
築
し
た
い

 
齋
藤　

紀
美
（
山
形
市
）

女
性
の
仕
事
と
言
わ
れ
続
け
た
子
育
て

と
家
事
、
し
か
し
今
や
性
別
役
割
を
越

え
、
男
女
協
力
で
の
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
大
切
な
時
間
を
共
に
過
ご

し
て
い
け
れ
ば
最
高
で
す
ね
。
一
番
身

近
な
家
庭
か
ら
男
女
共
同
参
画
を
。

 

塩
野
優
子
　
審
査
員

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト



最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

中学・高校の部中学・高校の部（応募総数756作品）（応募総数756作品）

あ
、
こ
ん
な
考
え
も
あ
る
の
か
！

あ
っ
な
る
ほ
ど
～
。

あ
っ
、
す
ご
い
。

い
ろ
ん
な
人
、
い
ろ
ん
な
考
え
と
の
出
会
い
。

同
じ

＂人

“

な
の
に
こ
こ
ま
で
広
が
る
多
様
性
。

多
様
性
が
生
み
出
す
感
動
は
、

き
っ
と
男
女
共
同
参
画
社
会
を
創
り
上
げ
る
。

 
伊
藤　

眞
央
（
山
形
東
高
・
１
年
）

優
秀
賞

優
秀
賞

私
の
家
で
は
男
女
平
等
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
度

手
を
止
め
て
み
ん
な
で
話
し
合
う
。

自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
、
話
し
合
え
る

環
境
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
た
い
。

 

根
田　

陽
花
（
山
形
商
業
高
・
３
年
）

優
秀
賞

優
秀
賞

明
る
い
未
来
へ
の
扉
は

私
達
に
し
か
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

そ
の
扉
は
地
域
の
中
に

そ
の
扉
は
学
校
や
職
場
の
中
に

そ
の
扉
は
家
庭
の
中
に

そ
の
扉
は
私
の
中
に

社
会
を
変
化
さ
せ
ら
れ
る
の
は
私
達
だ

 
遠
藤　

悠
夏
（
山
形
東
高
・
１
年
）

優
秀
賞

優
秀
賞

皆
一
人
の
人
間
だ

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

そ
ん
な
の
関
係
無
い
！

私
た
ち
の
可
能
性
は
〝
無
限
大
〟

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
こ
う
。

 
菊
池　

凜
央
（
第
五
中
・
３
年
）

入
　
選

入
　
選

リ
モ
ー
ト
で
父
も
家
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

母
の
負
担
も
減
っ
た
。

コ
ロ
ナ
は
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

「
当
た
り
前
」
を
壊
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
も
っ
と
男
と
女
の
壁
を

壊
し
て
い
こ
う
。
禍
を
幸
に
変
え
る
。

こ
れ
は
き
っ
と
い
い
機
会
だ
と
思
う
。

 

石
山　

悠
（
山
形
東
高
・
１
年
）

入
　
選

入
　
選

制
服
の
ズ
ボ
ン
っ
て
か
っ
こ
い
い

女
の
子
が
は
く
ズ
ボ
ン
っ
て
か
っ
こ
い
い

好
き
な
物
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
き
だ
と

い
え
る
人
か
っ
こ
い
い
。

 

前
田　

野
乃
華
（
第
七
中
・
２
年
）

入
　
選

入
　
選

赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

お
世
話
は
で
き
る
。

お
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。

パ
パ
も
育
児
を
す
る
と

家
族
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
。

 

佐
藤　

玄
宜
（
山
形
聾
高
等
部
・
３
年
）

入
　
選

入
　
選

父
が
私
を
保
育
園
ま
で
送
っ
て
く
れ
て

母
が
私
を
迎
え
に
く
る

母
が
作
っ
て
く
れ
た
夕
飯
を
食
べ
た
後
は

父
が
後
片
付
け
を
し
て
く
れ
て
い
た

小
さ
な
頃
の
私
の
記
憶
は

今
の
私
の
理
想
の
夫
婦
像

 

鈴
木　

望
愛
（
山
形
商
業
高
・
３
年
）

入
　
選

入
　
選

「
彼
氏
で
き
た
？
」
じ
ゃ
な
く
て

「
恋
人
で
き
た
？
」
に
し
よ
う

同
性
で
も
異
性
で
も

と
て
も
大
切
な
人
だ
か
ら

 

塚
野　

雅
千
（
山
形
商
業
高
・
２
年
）

入
　
選

入
　
選

自
分
の
わ
か
る
こ
と
、

で
き
る
こ
と
を

男
女
関
係
な
く

教
え
合
い
、
助
け
合
う
、

力
を
出
し
合
っ
て

感
謝
を
伝
え
合
う

 

齋
藤　

弥
那
（
第
六
中
・
３
年
）

入
　
選

入
　
選

家
事
す
る
父
と
介
護
す
る
母
。

家
族
を
認
知
で
き
な
い
祖
母
が
い
て

「
苦
し
い
時
こ
そ
支
え
合
い
が
大
切
。
」

母
の
言
葉
が
心
に
響
く
。

 
秋
場　

優
花
（
山
形
商
業
高
・
３
年
）

佳
　
作

佳
　
作

休
み
の
日
に
は
家
事
。

仕
事
の
日
に
は
働
く
。

大
変
な
の
に
父
と
母
ど
ち
ら
も

笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
る
。

感
謝
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
は

素
敵
で
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。

 

笹
原　

鈴
寿
（
第
七
中
・
１
年
）

佳
　
作

佳
　
作

「
僕
が
仕
事
休
め
る
よ
」

子
育
て
で
す
ぐ
に
言
え
る

関
係
性
す
て
き
だ
ね

 

庄
子　

理
花
（
第
三
中
・
３
年
）

佳
　
作

佳
　
作

母
の
字
で
書
か
れ
た

父
の
名
前
の
保
護
者
サ
イ
ン

小
さ
な
所
に
意
識
の
差
が

ま
だ
残
っ
た
ま
ま
で
す
。

 

近
岡　

優
希
（
山
形
東
高
・
１
年
）

佳
　
作

佳
　
作

「
女
だ
か
ら
…
」「
男
だ
か
ら
…
」

性
別
で
役
割
や
仕
事
を
決
め
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
志
、
個
人
と
し
て
の

尊
厳
に
よ
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
を

私
達
で
創
り
ま
せ
ん
か
？

 

佐
竹　

伊
莉
明
（
第
七
中
・
２
年
）

佳
　
作

佳
　
作

学
校
と
い
う
小
さ
な
場
所
で

男
女
の
仲
を
越
え
て

大
き
く
は
ば
た
く

自
分
と
君
が
協
力
す
れ
ば

も
っ
と
遠
く
へ
飛
べ
る
は
ず

 

渡
邊　

隼
（
第
一
中
・
３
年
）

佳
　
作

佳
　
作

ス
カ
ー
ト
も
ズ
ボ
ン
も
男
女
関
係
な
く

共
に
お
し
ゃ
れ
し
て
輝
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

楽
し
も
う

 

鑓
水　

慈
（
高
楯
中
・
２
年
）

佳
　
作

佳
　
作

服
や
く
つ
の
色
で
、
性
別
を
区
別
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
？

私
は
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
さ
が
り
で

黄
緑
や
青
の
服
を
着
て
い
た
よ
。

色
だ
け
で
性
別
は
分
か
ら
な
い
よ
ね
。

 

堀　

珠
代
（
蔵
王
第
二
中
・
３
年
）

佳
　
作

佳
　
作

男
と
か
女
と
か
で
は
な
く

国
や
地
域
に
関
係
な
く

一
人
一
人
の
人
格
で
人
を
評
価
す
る

世
の
中
に
な
り
ま
す
よ
う
に

 

奥
山　

航
成
（
第
十
中
・
３
年
）

入
　
選

入
　
選

朝
の
食
器
洗
い
は
お
母
さ
ん

夜
の
食
器
洗
い
は
お
父
さ
ん

服
を
干
す
の
は
お
母
さ
ん

服
を
洗
う
の
は
お
父
さ
ん

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
あ
ふ
れ
る
私
の
家

家
事
は
家
族
の
き
ず
な
を
作
る

素
敵
な
仕
事
だ
と
思
う
。

 

川
田　

莉
愛
（
第
七
中
・
２
年
）

入
　
選

入
　
選

キ
ッ
チ
ン
に
並
ん
で
調
理
を
す
る

父
と
母

増
え
る
会
話
と
減
る
負
担

 

髙
橋　

千
奈
（
第
七
中
・
２
年
）

入
　
選

入
　
選

家
事
半
分
子
育
て
半
分

介
護
半
分
で
も
幸
せ
は
二
倍

そ
ん
な
家
庭
が
い
い
と
思
う

 

佐
藤　

駿
（
第
八
中
・
３
年
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

多
様
性
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
た
感
動
が
素

直
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
の
尊
重
は
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
不
可
欠

で
す
。
一
人
一
人
の
よ
さ
や
個
性
を
認
め
合

い
、
理
解
し
合
う
事
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
創
る
う
え
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
い
う

思
い
に
共
感
で
き
ま
し
た
。

 

武
田
喜
好
　
審
査
員


